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第
26
回

講
演
会
報
告

２
月
19
日(

日) 

午
後
１
時
よ
り
埼
玉

県
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
１
階
大
会
議
室

Ａ
・
Ｂ
に
お
い
て
第
26
回
講
演
会
が
開

催
さ
れ
、
医
師
・
歯
科
医
師
を
は
じ
め

看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄
養
士
、

理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
介
護
施

設
職
員
等
約
１
２
０
名
が
参
加
し
た
。

埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会
副
会
長

島
田

篤
埼
玉
県
歯
科
医
師
会
長
の
挨
拶

の
後
に
、
埼
玉
県
医
師
会
常
任
理
事
の

廣
澤
信
作
先
生
と
新
潟
大
学
歯
学
部
口

腔
生
命
福
祉
学
科
口
腔
保
健
学
講
座
准

教
授
の
八
木

稔
先
生
が
講
演
さ
れ
た
。

ま
た
、
埼
玉
県
歯
科
医
師
会
常
務
理
事

（
地
域
保
健
担
当
）
深
井
穫
博
先
生
か
ら

情
報
提
供
が
行
わ
れ
た
。

埼
玉
県
の
「
在
宅
医
療
提
供
体
制
充
実
支
援

事
業
」
に
関
す
る
取
り
組
み
の
充
実
・
支
援

講

師
　
埼
玉
県
医
師
会

常
任
理
事

廣
澤

信
作
先
生
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埼
玉
県

摂
食
・
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り

埼
玉
県

摂
食
・
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り

講 演 Ⅰ県
の
事
業
で
あ
る
「
在
宅
医
療
提
供
体

制
充
実
支
援
事
業
」
に
関
す
る
埼
玉
県
医

師
会
の
取
り
組
み
状
況
・
支
援
に
つ
い

て
、
埼
玉
県
医
師
会
常
任
理
事
の
廣
澤
信

作
先
生
が
講
演
さ
れ
た
。
ま
ず
、
埼
玉
県

の
人
口
構
成
や
在
宅
医
療
需
要
の
推
移
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
医
療
ニ
ー
ズ

が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
県
下
で
の
在
宅
医

療
が
介
護
関
連
分
野
と
ど
の
よ
う
に
連
携

し
て
い
く
の
か
を
説
明
さ
れ
た
。
次
に
、

切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
構
築
と
相
談
支
援
の
必
要

性
の
重
要
さ
を
話
さ
れ
た
。
現
在
、
埼
玉

県
医
師
会
は
地
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
３

つ
の
段
階
で
進
め
て
い
る
。
ス
テ
ッ
プ
１

は
、
在
宅
医
療
の
基
礎
固
め
と
し
て
全
郡

市
医
師
会
に
連
携
拠
点
を
設
置
し
た
。
ス

テ
ッ
プ
２
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
て
い
く
。
こ
れ

ら
を
平
成
29
年
度
ま
で
に
お
こ
な
い
、

ス
テ
ッ
プ
３
で
は
県
の
補
助
事
業
と
し
て

進
め
て
き
た
事
業
を
、
平
成
30
年
４
月

か
ら
、
郡
市
医
師
会
が
協
力
す
る
市
町
村

の
地
域
支
援
事
業
に
展
開
す
る
。

連
携
拠
点
は
「
在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ

ー
」
の
名
称
で
、
30
あ
る
郡
市
医
師
会

に
設
置
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
資
格
を
持

ち
医
療
・
福
祉
に
精
通
し
た
看
護
師
な
ど

が
相
談
を
受
け
、
患
者
や
そ
の
家
族
を
含

む
関
係
者
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能

を
発
揮
す
る
。
ま
た
、
対
象
患
者
情
報
を

拠
点
毎
に
登
録
し
て
、
関
係
者
が
共
有
す

る
「
患
者
情
報
共
有
シ
ー
ト
」
を
作
成
す

る
。
埼
玉
県
医
師
会
は
往
診
医
に
関
し
て

登
録
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
が
、
往

診
医
を
適
切
に
選
定
で
き
る
登
録
シ
ス
テ

ム
で
は
、
往
診
医
が
対
応
で
き
る
処
置
の

具
体
的
内
容
が
共
有
さ
れ
、
依
頼
患
者
の

状
況
に
応
じ
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
各
郡
市
医
師
会
は
、
３
つ
の
項

目
、
す
な
わ
ち
①
拠
点
の
設
置
・
運
営
、

②
往
診
医
の
登
録
と
と
も
に
、
③
在
宅
療

養
者
の
緊
急
の
入
院
に
備
え
て
、
毎
日
１

床
の
「
在
宅
療
養
支
援
ベ
ッ
ド
」
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
る
。(

図
１)

さ
ら
に
在
宅
医
療
介
護
連
携
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
導
入
に
向
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す

る
た
め
、
Ｍ
Ｃ
Ｓ
（m

edical care sta-

tion

）
を
採
用
し
て
埼
玉
県
医
師
会
が
よ

り
使
い
や
す
い
も
の
に
す
る
た
め
に
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
３
月
下

旬
頃
に
は
、
そ
れ
が
完
成
す
る
こ
と
を
紹

介
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ク
ロ
ー
ズ
ド
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
あ
り
、
担
当
の
医
師
が
グ
ル
ー
プ
管

理
者
と
な
り
、
高
度
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

を
備
え
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。(

図
２)

島田篤副会長

図１
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現
在
、
在
宅
医
療
連
携
拠
点
は
埼
玉

県
の
補
助
事
業
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
が
、
平
成
30
年
度
に
は
介
護
保
険
法

で
定
め
ら
れ
た
各
市
町
村
の
地
域
支
援

事
業
へ
移
行
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

具
体
的
事
例
と
し
て
、
狭
山
市
医
師
会

在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

を
解
説
さ
れ
た
。
相
談
内
容
、
往
診
医

の
登
録
状
況
、
患
者
な
い
し
家
族
が
セ

ン
タ
ー
に
提
出
す
る
登
録
同
意
書
、
在

宅
療
養
支
援
ベ
ッ
ド
に
つ
い
て
も
詳
し

く
説
明
さ
れ
、
そ
の
申
込
書
も
提
示
さ

れ
た
。
　

最
後
に
患
者
の
望
む
在
宅
療
養
を
か

な
え
る
た
め
に
は
、
医
療
と
介
護
の
拠

点
と
し
て
、
往
診
医
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
な
ど
と
連
携
し
て
在
宅
医
療
提
供
体

制
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
急
務
で

あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

高
齢
者
と
口
腔
ケ
ア

講

師
　
新
潟
大
学
歯
学
部

口
腔
生
命
福
祉
学
科
口
腔
保
健
学
講
座

准
教
授

八
木
　
稔
先
生

講 演 Ⅱ１

歯
の
機
能
と
咀
嚼
の
意
義

摂
食
・
嚥
下
の
準
備
期
に
お
け
る
咀

嚼
お
よ
び
咀
嚼
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
歯
の

機
能
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
。「
８

０
２
０
運
動
」
に
つ
い
て
、「
８
０
２

０
」
の
達
成
率
は
、
厚
生
労
働
省
歯
科

疾
患
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
38
・
３
％

（
２
０
１
１
年
）
で
あ
る
。
齲
蝕
（
む

し
歯)

・
歯
周
病
を
代
表
と
す
る
歯
科
疾

患
は
不
可
逆
的
に
進
行
す
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
、
歯
の
喪
失
・
障
害
は
食
生

活
・
発
音
・
審
美
性
な
ど
の
面
か
ら
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
更
に
認

知
症
の
発
症
な
ど
と
も
大
き
く
関
わ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

２

高
齢
者
の
口
腔
状
態

歯
の
喪
失
の
原
因
は
、
齲
蝕
と
そ
の

後
の
発
症
（
根
尖
病
巣
、
破
折
な
ど
）

に
よ
る
も
の
が
43
・
３
％
、
歯
周
病
に

よ
る
も
の
が
41
・
８
％
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
同
程
度
で
あ
る
が
、
齲
蝕
の
方
が

や
や
高
い
傾
向
に
あ
る
（
相
田
ら
２
０

０
５
年
）。「
処
置
歯
ま
た
は
未
処
置
歯

の
あ
る
者
」
の
割
合
に
つ
い
て
年
齢
階

級
別
の
年
次
推
移
を
み
る
と
、
15
歳
か

ら
39
歳
ま
で
は
齲
蝕
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、
40
歳
か
ら
59
歳
ま
で
は
あ
ま
り

減
少
し
て
い
な
い
。
処
置
歯
ま
た
は
未

処
置
歯
の
あ
る
者
の
割
合
は
、
25
歳
未

満
で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
25
歳
か
ら

54
歳
ま
で
は
１
０
０
％
近
い
数
字
の
ま

ま
で
推
移
し
、
55
歳
以
上
で
は
逆
に
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
。(

図
１)

世
界
的
に
み
る
と
、
日
本
人
の
齲
蝕

罹
患
状
況
は
、
12
歳
児
に
お
い
て
は

L
ow

 L
ev

el (

低
レ
ベ
ル)

に
分
類
さ
れ

る
が
、
35
か
ら
45
歳
に
お
い
て
は

M
oderate L

ev
el

（
中
等
度
レ
ベ
ル
）

に
分
類
さ
れ
る
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ

O
ra

l

H
ealth

 D
ataban

k, 

２
０
０
３
年
）
。

ま
た
、
世
界
の
疾
患
負
担
研
究

（G
lo

b
a
l B

u
rd

en
 o

f D
isea

se

（G
B

D

）
２
０
１
０
年
）
に
よ
る
と
、

全
２
９
１
疾
患
中
の
第
１
位
が
成
人
の

未
処
置
齲
蝕
で
あ
り
第
６
位
が
歯
周
病

で
あ
っ
た
。

３

根
面
齲
蝕
と
そ
の
リ
ス
ク

高
齢
期
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
歯
の

歯
根
面
の
露
出
に
よ
る
根
面
齲
蝕
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
根
面
齲
蝕
と
は
、

H
ix

＆O
. L

eary

（
１
９
７
６
年
）
に

よ
る
と
、
歯
根
面
の
う
窩
ま
た
は
軟
化

し
た
領
域
で
あ
り
、
隣
接
す
る
エ
ナ
メ

ル
質
に
及
ん
で
い
た
り
、
修
復
処
置
が

し
て
あ
っ
た
り
す
る
と
定
義
さ
れ
る
。

な
お
、
根
面
齲
蝕
は
以
下
の
よ
う
な
特

徴
を
有
す
る
。(

図
２)

高
齢
者
に
お
け
る
根
面
齲
蝕
の
発
生

要
因
の
研
究(

高
野
、
宮
崎
２
０
０
２

年)

に
よ
る
と
、

①
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
診
査
で
未
処
置
根
面

齲
蝕
が
あ
る

②
歯
周
組
織
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
喪
失
が

３
・
６
㎜
以
上

③

金
属
冠
等
が
２
歯
以
上
、
歯
間
ブ
ラ

シ
・
フ
ロ
ス
を
使
用
し
な
い

④
唾
液
中
の
細
菌
で
あ
るlactbacilli

レ
ベ
ル
が
高
い

⑤
Ｂ
Ｍ
Ｉ
20
以
上

の
５
項
目
で
あ
っ
た
。

根
面
齲
蝕
の
発
症
要
因
と
し
て
は
、

歯
質
・
細
菌
・
食
事
に
加
え
て
歯
肉
退

縮
の
４
要
素
に
な
る
。

４
フ
ッ
化
物
応
用
に
よ
る
齲
蝕
予
防

齲
蝕
予
防
に
お
け
る
フ
ッ
化
物
応
用

は
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
（E

v
id

en
ce-b

a
sed

M
edicin

e

）
に
基
づ
く
齲
蝕
予
防
方
法

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。(

図

３)

フ
ッ
化
物
に
よ
る
齲
蝕
予
防
方
法

は
、
大
き
く
分
け
て
局
所
応
用
法
と
全

身
応
用
法
に
分
け
ら
れ
る
。
環
太
平
洋

の
多
く
の
国
で
は
水
道
水
フ
ロ
リ
デ
ー

シ
ョ
ン
（
フ
ッ
化
物
濃
度
調
整
）
に
よ

り
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン

図１

図２

図２
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ス
・
ド
イ
ツ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
フ
ッ
化
物
添
加
食
塩(

食
塩
フ
ロ
リ
デ

ー
シ
ョ
ン)

が
さ
れ
て
い
る
。(

図
４)

残
念
な
が
ら
わ
が
国
で
は
、
京
都
山

科
地
区
に
お
い
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で

初
の
水
道
水
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
さ

れ
た
が
、
現
在
の
日
本
で
は
全
身
応
用

は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
フ
ッ
化

物
配
合
歯
磨
剤
の
普
及
が
、
小
児
期
の

齲
蝕
抑
制
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

現
在
で
は
約
９
割
が
フ
ッ
化
物
配
合
の

も
の
と
な
っ
て
い
る
。(

図
５)

Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
、
１
９
９
４
年
に
フ
ッ

化
物
配
合
歯
磨
剤
の
使
用
を
勧
奨
し
、

す
べ
て
の
人
々
が
毎
日
、
フ
ッ
化
物
配

合
歯
磨
剤
を
用
い
て
歯
み
が
き
を
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

一
方
、
公
衆
衛
生
レ
ベ
ル
に
お
い
て

は
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
中
学
校
等
の

集
団
フ
ッ
化
物
洗
口
の
取
り
組
み
が
全

国
で
普
及
・
拡
大
し
て
い
る
。
と
く
に
、

最
初
に
実
施
し
た
新
潟
県
に
お
い
て
は

大
き
な
成
果
を
上
げ
、
新
潟
県
の
12
歳

児
平
均
齲
蝕
経
験
歯
数
（
Ｄ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
）

は
、
全
国
で
最
小
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
齲
蝕
レ
ベ
ル
が
低
い
新
潟
県
に
お
い

て
も
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施
す
る
こ
と

で
40
～
50
％
の
齲
蝕
抑
制
効
果
が
あ

る
。(

図
６)

た
だ
、
新
潟
県
の
小
学

校
で
の
フ
ッ
化
物
洗
口
実
施
率
は
約

60
％
で
あ
る
が
、
佐
賀
県
や
長
崎
県
で

は
１
０
０
％
に
な
っ
て
い
る
。
両
県
に

お
け
る
今
後
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

５
根
面
齲
蝕
に
対
す
る
フ
ッ
化
物
応
用

根
面
齲
蝕
に
お
い
て
も
、
近
年
多
く

の
臨
床
研
究
が
行
わ
れ
、
フ
ッ
化
物
応

用
の
有
効
性
は
根
面
齲
蝕
予
防
や
進
行

防
止
の
面
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
セ
ル
フ
ケ
ア
に
よ
る
フ
ッ
化
物

応
用
の
一
つ
と
し
て
フ
ッ
化
物
配
合
歯

磨
剤
が
用
い
ら
れ
、
欧
米
に
お
い
て
は

フ
ッ
化
物
濃
度
が
５，
０
０
０ppm

の

も
の
も
活
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
わ

が
国
の
薬
事
法
で
は
、
１，

０
０
０

ppm
F

以
下
に
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

十
分
な
量
の
歯
磨
剤
を
使
用
し
、
使
用

後
に
は
水
で
口
を
す
す
が
な
い
こ
と
が

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。（
平
成
29
年

３
月
17
日
、
５，
０
０
０ppm

の
歯
磨

剤
が
認
可
さ
れ
た
。）

公
衆
衛
生
レ
ベ
ル
で
の
フ
ッ
化
物
応

用
の
一
つ
と
し
て
、
米
国
で
は
水
道
水

フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
普
及
し
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
方
法
は
Ｃ
Ｄ
Ｃ(

米
国

疾
病
管
理
予
防
セ
ン
タ
ー)

が
評
価
し
た

『
20
世
紀
の
偉
大
な
10
大
公
衆
衛
生
業

績
』
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

齲
蝕
は
、
①
罹
患
率
が
高
い
、
②
社

会
へ
の
影
響
が
大
き
い
、
③
個
人
へ
の

影
響
も
大
き
い
、
④
予
防
可
能
で
あ
り
、

効
果
的
な
治
療
法
が
存
在
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
公
衆
衛
生
的
な
対
策
が
必
要

と
な
る
。

６
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
疫
学
と
口
腔
保
健

歯
科
疾
患
は
他
の
疾
患
に
比
べ
て
罹

患
率
が
高
く
、
文
部
科
学
省
疾
患
統
計

（
２
０
１
４
年
度
）
に
よ
る
と
、
小
学

校
に
お
い
て
は
齲
蝕
が
罹
患
率
ト
ッ
プ

の
疾
患
で
あ
る
。
歯
科
疾
患
の
受
療
率

や
医
療
費
は
特
に
64
歳
以
上
で
大
き

く
、
通
院
の
た
め
に
仕
事
や
学
校
等
を

休
む
な
ど
の
負
荷
も
存
在
し
、
そ
の
う

え
全
身
の
健
康
と
も
大
き
く
関
わ
る
。

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
疫
学
の
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
成
人
期
・
高
齢
期
の
口
腔
保
健

状
態
は
、
幼
少
期
や
親
世
代
か
ら
の
影

響
を
大
き
く
受
け
、
そ
の
た
め
、
若
い

時
代
か
ら
の
社
会
的
決
定
要
因
へ
の
考

慮
を
含
む
多
様
な
取
り
組
み
が
必
要
と

な
る
。
歯
科
疾
患
の
重
要
性
と
し
て
は
、

罹
患
率
の
高
さ
か
ら
く
る
個
人
お
よ
び

社
会
的
負
担
の
大
き
さ
が
存
在
し
、
こ

れ
を
多
職
種
の
人
々
が
認
識
す
る
こ
と

で
、
歯
科
の
重
要
性
が
よ
り
多
方
面
で

理
解
さ
れ
、
と
く
に
専
門
家
が
理
解
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
通

じ
た
取
り
組
み
の
実
現
に
つ
な
が
る
。

(

図
７)最

後
に
ま
と
め
と
し
て

①

高
齢
者
に
お
い
て
、
咀
嚼
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
器
官
と
し
て
歯
が
重
要
で
あ

る
。

②

高
齢
者
の
根
面
齲
蝕
対
策
が
課
題

で
あ
る
。

③

根
拠
の
あ
る
齲
蝕
予
防
は
、
フ
ッ

化
物
応
用
で
あ
る
。

④

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
か
ら
み
た
幼
少
期

か
ら
の
対
策
が
、
高
齢
者
対
策
に
つ
な

が
る
。

図４

図３

図５

図７

図６
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２
０
２
５
年
に
向
け
た
埼
玉
県
の
地
域
在
宅

歯
科
医
療
推
進
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

講

師
　
埼
玉
県
歯
科
医
師
会

常
務
理
事
（
地
域
保
健
担
当)

深
井

穫
博
先
生

情 報 提 供
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
制

度
維
持
の
た
め
に
国
が
示
す
二
つ
の
処

方
箋
（
健
康
政
策
）
は
、

１
非
感
染
性
疾
患：

Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
の
予
防

と
重
症
化
防
止→

特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
等

２

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
（
効

率
的
で
効
果
的
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
）→

在
院
期
間
の
短
縮
、

地
域
に
お
け
る
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
の
一
体
的
提
供

で
あ
る
。

８
０
２
０
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
３

０
年
を
迎
え
る
が
、
人
生
１
０
０
年
時

代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
生
涯
自
分
の

歯
で
過
ご
す
た
め
に
小
児
期
に
は
む
し

歯
予
防
、
成
人
期
に
は
Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
と
大

き
く
関
わ
る
歯
周
病
予
防
、
高
齢
期
に

は
フ
レ
イ
ル
対
策
と
し
て
の
口
腔
機
能

の
維
持
・
回
復
が
重
要
で
あ
る
。(

図

１)

本
県
に
お
い
て
は
、
約
２
６
０
０
名

の
埼
玉
県
歯
科
医
師
会
会
員
の
歯
科
診

療
所
が
あ
り
、
約
７
３
０
万
人
の
県
民

の
歯
科
治
療
に
従
事
し
て
い
る
。
歯
科

医
療
提
供
体
制
の
特
徴
と
し
て
、
我
が

国
に
お
い
て
は
国
民
皆
保
険
制
度
の
も

と
、
県
民
の
約
半
数
が
歯
科
を
１
年
間

に
受
診
し
治
療
と
予
防
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
て
い
る
。

歯
・
口
腔
疾
患
と
生
活
習
慣
病
Ｎ
Ｃ

Ｄ
ｓ
の
リ
ス
ク
の
多
く
は
共
通
で
あ

り
、
歯
科
医
療
の
特
性
と
し
て
75
歳
以

降
受
療
率
が
急
速
に
低
下
す
る
。
ま
た
、

歯
科
標
榜
の
あ
る
病
院
は
30
％
弱
に
と

ど
ま
り
、
入
院
患
者
に
対
す
る
歯
科
医

療
提
供
・
口
腔
機
能
管
理
が
不
十
分
に

な
る
傾
向
に
あ
る
。

本
県
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
75
歳
以

上
人
口
は
１
・
５
倍
と
な
り
、
医
療
ニ

ー
ズ
が
爆
発
的
に
増
加
し
、
通
院
で
き

な
い
重
度
の
要
介
護
者
が
ま
す
ま
す
増

加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
在
宅
医
療

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
県
内
に
30
か
所
の
在
宅
医
療
連
携

拠
点
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
埼
玉
県

医
師
会
廣
澤
信
作
常
任
理
事
か
ら
お
話

が
あ
っ
た
。

一
方
、
埼
玉
県
歯
科
医
師
会
は
19
郡

市
歯
科
医
師
会
か
ら
な
る
。
埼
玉
県
歯

科
医
師
会
で
は
埼
玉
県
在
宅
歯
科
医
療

推
進
窓
口
に
加
え
、
２
０
１
６
年
１
月

か
ら
県
内
に
19
か
所
の
在
宅
歯
科
医
療

推
進
窓
口
地
域
拠
点
を
設
置
し
、

１

在
宅
歯
科
医
療
の
実
施
に
係
る
拠

点
・
支
援
体
制
の
整
備

２
入
院
患
者
の
歯
科
保
健
状
況
の
把
握

３
在
宅
療
養
患
者
等
に
対
す
る
歯
科
医

療
を
実
施
す
る
た
め
の
研
修
の
実
施

４
歯
科
衛
生
士
等
の
確
保
対
策
の
推
進

の
４
事
業
を
開
始
し
た
。(

図
２)

現
在
は
19
在
宅
歯
科
医
療
推
進
窓
口

地
域
拠
点
に
加
え
５
か
所
の
在
宅
歯
科

医
療
支
援
窓
口
を
設
置
し
、
さ
ら
に
５

か
所
の
在
宅
歯
科
医
療
支
援
窓
口
の
設

置
を
す
す
め
て
い
る
。

埼
玉
県
歯
科
医
師
会
で
は
歯
科
口
腔

保
健
の
向
上
を
目
指
し
、
歯
・
口
の
こ

と
で
悩
み
患
う
高
齢
者
を
一
人
も
取
り

残
さ
な
い
社
会
の
構
築
の
た
め
に
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
、

歯
科
口
腔
保
健
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

推
進
す
る
。(

図
３)
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